
1 基本情報

2 利用状況を把握するための指標 3 令和７年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　　 　付 　　　金 －

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・リピートを増やすために体験型のコンテンツを施設
内に設置すると良い。

・キャンプに来た子供が気温が上がる時間帯に施設に涼み
に来ているため、施設内で過ごせるよう絵本を設置した。

人   件   費 17,306

施設管理費 5,560

そ   の   他 124

差   　　　　　　  引 0

（※）その他は海津市費によるもの

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 22,990

利 用 料 金（利用料金なしの施設） 0
Ｒ５ 9,719

指定管理料 0
Ｒ６ 9,916

そ   の   他（※） 22,990
Ｒ７ 11,046

支  出  計 22,990

・砂防に関する資料を展示すること。
・遊学館を管理すること。
・利用者への便宜の供与に関すること。
・利用の促進に関すること。

令和７年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 県土整備部　砂防課

評価対象期間 R7.4.1 ～　R8.3.31

指 定 管 理 者

名     称 海津市

構 成 員 －

所 在 地 海津市海津町高須515

指定期間 R3.4.1 ～ R8.3.31

施 設 概 要 
名     称 岐阜県さぼう遊学館

所 在 地 海津市南濃町奥条
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・適切な管理運営が行われており、昨年度の指摘事項への対応も進められている。
・今後は施設の認知度向上、学校利用の促進、周辺施設との連携強化及び事業成果の見える化に
取り組み、さらなる利用促進に努められたい。

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.6

・SNS活用、パンフレット更新、展示内容の見直しなど、利用者サービス
向上に向けた取組は評価できる。
・QRコードを活用したアンケートの導入は評価できるが、回答結果の分
析を深め、事業改善に活用されたい。
・来館者の再訪につながるよう、体験型コンテンツや子ども向け展示の充
実を図ることが望まれる。
・施設へのアクセスや案内表示について利用者から意見が出ているた
め、周辺施設との連携を含めた利便性向上を検討されたい。

経営状況 3.4

・適切な管理運営がなされており、来館者数も回復傾向にあることは評
価できる。
・常勤職員配置による人件費増加については、利用促進やサービス向上
などの成果との関連を明確に示すことが望ましい。
・現状に即した目標設定を行い、目標に対する成果を検証できる仕組み
づくりを検討されたい。

派生的効果 3.8

・来館者数は回復傾向にあり、広報活動の強化など一定の成果が認め
られる。
・SNS等を活用した情報発信や展示内容の更新など、利用促進に向けた
取組は評価できる。
・常勤職員の増員に伴う人件費増加については、その効果や成果が分
かりやすく示されるよう報告内容を工夫されたい。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

設置目的の達成状況 3.8
・海津市内小学校の利用促進に加え、防災学習や治山・治水学習の拠
点として県内学校への利用拡大を図ることが望ましい。
・木曽三川輪中ミュージアムなど関連施設との連携を強化し、治山と治
水を一体的に学べる学習ルートの構築を検討されたい。

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.6

・各種法定点検、施設保守管理及び法令遵守が適切に実施されており、
指定管理者として適正な施設管理がなされている。
・常勤職員の増員による管理体制の強化が図られているが、その効果や
成果については報告資料の中で分かりやすく示すよう改善されたい。
・事業計画書と事業報告書の整合を図り、計画と実績を比較しやすい報
告資料となるよう改善が望まれる。


